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ア
メ
リ
カ
自
動
車
産
業 

―
経
営
に
協
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使
関
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が
も
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特集―変容する労使関係 

　
日
本
は
企
業
別
労
働
組
合
が
強

く
、
欧
米
は
産
業
別
労
働
組
合
が

強
い
と
い
う
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ

の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
自
動
車
産
業

の
労
働
組
合
（
Ｕ
Ａ
Ｗ
）
も
同
様

に
産
業
別
労
働
組
合
と
し
て
、
政

治
的
な
力
や
労
働
条
件
に
関
す
る

交
渉
力
が
強
い
と
い
う
印
象
が
あ

る
。
さ
ら
に
は
、
経
営
改
善
に
対

す
る
抵
抗
勢
力
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
も
日
本
だ
け
で
な
く
本
国
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
も
根
強
い
。
こ
の

Ｕ
Ａ
Ｗ
が
経
営
に
協
力
す
る
労
働

組
合
に
変
貌
し
て
き
た
姿
に
つ
い

て
報
告
し
た
い
。 

 

　
抵
抗
勢
力
と
し
て
の 

　
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
イ
メ
ー
ジ 

　
Ｕ
Ａ
Ｗ
（
全
米
自
動
車
労
組
）

が
一
九
八
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
間

に
わ
た
り
経
営
に
協
力
し
て
き
た

と
い
う
と
違
和
感
を
覚
え
る
だ
ろ

う
か
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
日
米
自
動
車
摩

擦
当
時
、
ジ
ャ
パ
ン
・
バ
ッ
シ
ン

グ
の
急
先
鋒
だ
っ
た
。
一
九
八
二

年
に
ホ
ン
ダ
・
オ
ハ
イ
オ
工
場
で

日
本
車
が
初
め
て
現
地
生
産
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
激
し
い

組
織
化
攻
勢
を
進
出
日
系
企
業
に
対
し
て
行

っ
て
き
た
。
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
責
任
者

に
は
、
組
織
化
を
認
め
る
よ
う
要
求
す
る
脅

迫
電
話
を
受
け
た
り
、
自
宅
の
周
り
に
釘
を

撒
か
れ
た
り
す
る
な
ど
の
経
験
を
持
つ
者
も

い
る
。 

　
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
存
在
が
ア
メ
リ
カ
自
動
車
産
業

の
経
営
に
と
っ
て
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
と

の
声
も
大
き
い
。
日
本
人
技
術
者
が
集
ま
る

食
事
会
に
顔
を
出
せ
ば
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
組
合
員

で
あ
る
米
国
企
業
側
担
当
者
と
交
渉
す
る
際

の
苦
労
話
を
誰
も
が
持
っ
て
い
る
。
米
国
企

業
に
電
話
を
す
る
と
、
「
自
分
は
知
ら
な
い
」

と
言
わ
れ
、
「
そ
れ
で
は
、
わ
か
る
も
の
に

繋
い
で
欲
し
い
」
と
依
頼
す
る
と
、
「
そ
れ

は
自
分
の
職
務
で
は
な
い
」
と
電
話
を
切
ら

れ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
話
で
あ
る
。
労

使
対
決
型
、
細
分
化
さ
れ
た
職
務
区
分
の
中

で
お
互
い
が
協
力
し
な
い
気
質
、
こ
れ
ら
が

Ｕ
Ａ
Ｗ
と
Ｕ
Ａ
Ｗ
組
合
員
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
一
般
的
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
労

働
組
合
員
が
獲
得
す
る
高
待
遇
の
医
療
保
険

と
退
職
年
金
も
企
業
経
営
に
と
っ
て
重
荷
と

な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。 

 

　
工
場
別
労
働
組
合 

　（
ロ
ー
カ
ル
）の
特
殊
性 

　
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
産
業
別
労
働
組
合
と
し
て
本
部

か
ら
末
端
ま
で
強
力
な
一
枚
岩
で
あ
る
と
い

う
誤
解
も
、
抵
抗
勢
力
と
し
て
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
の

イ
メ
ー
ジ
を
後
押
し
た
。
現
実
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
は

必
ず
し
も
強
力
な
一
枚
岩
で
は
な
い
。
事
業

所
や
工
場
を
単
位
と
す
る
支
部
組
合
（
ロ
ー

カ
ル
）
が
独
立
し
た
権
限
を
持
っ
て
お
り
、

ロ
ー
カ
ル
同
士
の
横
の
連
携
や
地
域
ご
と
の

ま
と
ま
り
、
中
央
と
の
連
携
関
係
が
希
薄
で

あ
る
。 

　
そ
も
そ
も
、
フ
ォ
ー
ド
を
除
け
ば
、
Ｇ
Ｍ

も
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
も
幾
多
の
自
動
車
企
業
を

吸
収
合
併
し
て
成
長
し
て
き
た
。
Ｇ
Ｍ
を
構

成
す
る
ビ
ュ
イ
ッ
ク
、
シ
ボ
レ
ー
な
ど
や
、

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
を
構
成
す
る
ダ
ッ
ジ
、
ジ
ー

プ
な
ど
は
も
と
も
と
別
の
会
社
で
あ
る
。
吸

収
前
の
企
業
の
自
立
性
が
か
な
り
の
部
分
ま

で
保
持
さ
れ
、
企
業
連
合
の
よ
う
な
経
営
が

行
わ
れ
、
吸
収
前
の
工
場
独
自
の
自
立
性
が

育
ま
れ
て
き
た
。
ブ
ラ
ン
ド
や
車
種
の
改
廃

の
際
に
は
あ
わ
せ
て
そ
の
車
種
を
製
造
し
て

き
た
工
場
も
閉
鎖
や
休
止
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
が
珍
し
く
な
い
。
吸
収
合
併
を
あ
ま
り
行

っ
て
こ
な
か
っ
た
フ
ォ
ー
ド
で
も
、
車
種
の

改
廃
に
あ
わ
せ
て
工
場
を
閉
鎖
、
休
止
す
る

こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
労
働
組
合
に
限
ら

ず
、
経
営
側
も
中
央
集
権
的
な
一
枚
岩
で
は

な
く
、
極
端
に
言
え
ば
工
場
ご
と
の
分
権
的

な
経
営
が
行
わ
れ
て
き
た
。 

 

　
労
使
関
係
の
構
造
的
な
枠
組
み 

　
と
ロ
ー
カ
ル
の
特
殊
性 

　
労
使
関
係
の
構
造
的
な
枠
組
み
も
ロ
ー
カ

ル
に
特
殊
性
を
も
た
ら
し
た
。
「
労
使
関
係

の
構
造
的
な
枠
組
み
」
と
い
う
考
え
は
、
一

九
八
六
年
に
ア
メ
リ
カ
の
労
使
関
係
学
者
コ

ー
ハ
ン
ら
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
。
労
働
組

合
、
使
用
者
、
そ
し
て
政
府
と
い
う
三
者
を

ア
ク
タ
ー
と
し
、
産
業
別
政
労
使
ト
ッ
プ
を
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「
戦
略
レ
ベ
ル
」
、
企
業
別
政
労
使
ト
ッ
プ

を
「
団
体
交
渉
レ
ベ
ル
」
、
事
業
所
別
政
労

使
ト
ッ
プ
を
「
職
場
レ
ベ
ル
」
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ア
ク
タ
ー
の
役
割
が
分
析
さ
れ
た
。 

　
こ
の
枠
組
み
を
米
国
自
動
車
産
業
の
労
使

関
係
に
当
て
は
め
る
と
、
「
戦
略
レ
ベ
ル
」

が
Ｇ
Ｍ
、
フ
ォ
ー
ド
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
三

社
の
経
営
側
代
表
と
Ｕ
Ａ
Ｗ
中
央
執
行
委
員

会
、
「
団
体
交
渉
レ
ベ
ル
」
が
各
企
業
別
の

経
営
側
と
Ｕ
Ａ
Ｗ
中
央
執
行
委
員
会
及
び
国

内
団
体
交
渉
部
門
、
「
職
場
レ
ベ
ル
」
が
一

つ
ま
た
は
複
数
の
事
業
所
の
経
営
側
代
表
と

そ
れ
に
対
応
す
る
事
業
所
別
の
労
働
組
合
で

あ
る
ロ
ー
カ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
に
な
る
。 

　
米
国
自
動
車
産
業
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を

活
用
し
、
分
割
し
た
職
務
を
再
構
築
す
る
と

い
う
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
き
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
「
戦
略

レ
ベ
ル
」
で
合
意
し
、
「
団
体
交
渉
レ
ベ
ル
」

で
全
国
労
働
協
約
に
よ
り
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
導
入
と
労
働
条
件
の
向
上
を
引
き
換
え
る

一
方
、
「
職
場
レ
ベ
ル
」
で
は
ロ
ー
カ
ル
労

働
協
約
で
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
労

働
者
に
過
度
な
負
荷
を
与
え
な
い
よ
う
に
運

用
規
則
が
作
ら
れ
て
き
た
。 

　
「
労
使
関
係
の
構
造
的
な
枠
組
み
」
に
お

け
る
三
つ
の
段
階
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を

分
担
し
な
が
ら
力
関
係
が
均
衡
し
て
い
た
の

で
あ
る（
図
１
）。 

 

　
中
央
集
権
化
の
流
れ 

　
「
労
使
関
係
の
構
造
的
な
枠
組
み
」
の
力

関
係
に
変
化
が
訪
れ
た
の
に
は
二
つ
の
原
因

が
あ
る
。
一
つ
は
一
九
八
〇
年
代
に
顕
著
に

な
っ
た
労
働
組
合
の
組
織
率
低
下
で
あ
り
、

も
う
一
つ
が
労
働
組
合
に
よ
る
経
営
参
加
で

あ
る
。
労
働
組
合
の
組
織
化
を
阻
ん
だ
の
は
、

低
賃
金
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
を
追
求
す
る
企

業
や
人
的
資
源
管
理
的
手
法
を
採
用
す
る
企

業
だ
っ
た
。
低
賃
金
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
は

究
極
に
は
国
境
を
越
え
た
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
に
向
か
う
た
め
、
労
働
組
合
に
と
っ
て
組

織
化
が
困
難
で
あ
る
。
一
方
の
人
的
資
源
管

理
的
手
法
は
、
高
技
能
の
労
働
者
を
職
場
で

経
営
に
参
画
さ
せ
、
労
働
者
の
能
力
を
最
大

限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者
は
高
賃

金
で
報
わ
れ
る
た
め
、
労
働
者
が
労
働
組
合

に
加
盟
す
る
切
実
さ
を
感
じ
な
い
。 

　
全
国
労
働
関
係
法
（
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ａ
）
は
経
営

側
主
導
に
よ
る
従
業
員
代
表
制
を
認
め
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
労
働
組
合
側
が
自
主
的
に
労

働
者
参
加
に
関
す
る
案
件
に
取
り
組
む
の
を

経
営
側
が
待
つ
必
要
が
あ
る
。
こ
の
Ｎ
Ｌ
Ｒ

Ａ
を
改
正
し
、
労
働
組
合
に
拠
ら
な
い
従
業

員
代
表
の
設
立
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
経
営
側
が
求
め
、
実
際
に
法
律
改
正
の
一

歩
手
前
ま
で
行
っ
た
。
こ
れ
に
呼
応
す
る
よ

う
に
、
労
働
組
合
側
も
自
主
的
に
労
働
者
参

加
に
取
り
組
む
検
討
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。 

　
労
働
組
合
が
経
営
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る

最
も
大
き
な
障
害
は
「
ロ
ー
カ
ル
の
特
殊
性
」

で
あ
る
。
力
関
係
が
均
衡
し
て
い
た
「
労
使

関
係
の
構
造
的
な
枠
組
み
」
の
中
で
、
「
職

場
レ
ベ
ル
」
は
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
に
規
制
を
か

け
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、

労
働
者
参
加
に
ロ
ー
カ
ル
労
働
組
合
が
協
力

す
る
な
ら
ば
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
に
規
制
を
か
け

る
機
能
と
矛
盾
し
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、

「
労
使
関
係
の
構
造
的
な
枠
組
み
」
に
お
け

る
力
関
係
を
維
持
す
る
た
め
、
ロ
ー
カ
ル
労

働
組
合
は
労
働
者
参
加
に
反
対
の
立
場
を
と

る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
ロ
ー
カ
ル
の

特
殊
性
を
奪
う
、
つ
ま
り
「
労
使
関
係
の
構

造
的
な
枠
組
み
」
の
均
衡
し
た
力
関
係
か
ら

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
中
央
集
権
化
が
労
働

組
合
に
よ
る
経
営
参
加
を
進
め
る
た
め
に
必

要
な
の
で
あ
る
。 

 

　
自
動
車
産
業
に
お
け
る 

　
労
働
者
参
加
の
流
れ 

　
こ
の
よ
う
な
変
化
の
直
接
の
き
っ
か
け
は
、

日
本
を
代
表
と
す
る
外
国
自
動
車
企
業
の
北

米
現
地
生
産
が
成
功
し
た
こ
と
に
あ
る
。
現

地
生
産
を
行
う
外
国
自
動
車
企
業
は
北
米
で

の
市
場
シ
ェ
ア
拡
大
を
続
け
た
が
、
一
部
を

除
い
て
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
よ
る
組
織
化
を
拒
ん
だ
。

こ
れ
に
よ
り
、
「
労
使
関
係
の
構
造
的
な
枠

組
み
」
の
二
段
階
目
に
位
置
し
て
い
た
「
団

体
交
渉
レ
ベ
ル
」
の
存
続
が
難
し
く
な
っ
た
。

「
団
体
交
渉
レ
ベ
ル
」
は
「
職
場
レ
ベ
ル
」

で
行
わ
れ
る
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
補
償
す

る
も
の
と
し
て
機
能
す
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ

リ
カ
企
業
が
市
場
を
独
占
し
て
い
る
こ
と
が

前
提
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
労
働
組
合
に
組

織
化
さ
れ
て
い
な
い
外
国
企
業
と
い
う
「
労

使
関
係
の
構
造
的
な
枠
組
み
」
の
外
に
い
る

ア
ク
タ
ー
が
登
場
す
る
こ
と
で
、
「
団
体
交

渉
レ
ベ
ル
」
の
前
提
条
件
が
崩
れ
た
。
し
か

も
、
こ
れ
ら
の
企
業
が
市
場
シ
ェ
ア
を
増
や

す
こ
と
は
、
反
対
に
ア
メ
リ
カ
企
業
の
市
場

シ
ェ
ア
を
落
と
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
Ｕ

Ａ
Ｗ
に
と
っ
て
、
労
働
条
件
低
下
や
レ
イ
オ

フ
を
導
き
、
ひ
い
て
は
労
働
組
合
員
の
減
少

と
い
う
深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に

も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。 

　
こ
の
問
題
を
打
開
す
る
方
法
は
、
全
て
の

自
動
車
企
業
を
組
織
化
す
る
か
、
ビ
ッ
グ
３

が
市
場
競
争
力
を
強
化
す
る
か
の
二
つ
し
か

な
い
。
全
て
の
自
動
車
企
業
を
組
織
化
す
れ

ば
「
団
体
交
渉
レ
ベ
ル
」
の
基
盤
が
復
活
す

る
。
一
方
、
ビ
ッ
グ
３
の
市
場
競
争
力
が
強

ま
れ
ば
雇
用
安
定
が
確
保
さ
れ
る
。
こ
の
二 
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つ
の
方
法
の
う
ち
、
未
組
織
労
働
者
の
組
織

化
が
進
ま
な
い
状
況
の
中
で
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
ビ

ッ
グ
３
の
市
場
競
争
力
向
上
に
協
力
す
る
と

い
う
方
向
が
一
九
八
〇
年
代
に
選
択
さ
れ
た
。 

余
剰
生
産
設
備
の
休
止
や
廃
止
お
よ
び
労
働

者
の
レ
イ
オ
フ
や
労
働
条
件
の
低
下
に
協
力

す
る
と
い
っ
た
「
譲
歩
」
と
称
さ
れ
る
方
法

と
、
品
質
や
生
産
性
、
顧
客
満
足
度
の
向
上

に
協
力
す
る
と
い
う
積
極
的
方
法
が
行
わ
れ
、

後
者
は
労
働
組
合
の
経
営
参
画
と
職
場
に
お

け
る
労
働
者
参
加
と
い
う
形
に
な
っ
て
現
れ

た
の
で
あ
る
。 

 

　
中
央
集
権
化
の
二
つ
の
方
向 

　
「
労
使
関
係
の
構
造
的
な
枠
組
み
」
の
中

央
集
権
化
は
、
二
つ
の
方
向
と
し
て
現
れ
た
。

既
存
の
労
使
関
係
の
枠
組
み
と
複
線
的
な
仕

組
み
を
並
存
さ
せ
る
方
向
と
、
既
存
の
枠
組

み
の
中
で
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
進
め
る
こ
と
に

よ
る
方
向
の
二
つ
で
あ
る
。 

　
一
九
八
三
年
に
品
質
の
重
要
さ
を
明
示
す

る
「G

eneral M
otors Q

uality Ethic

」
を

公
表
し
た
Ｇ
Ｍ
は
、
労
使
合
同
で
品
質
向
上

の
た
め
の
研
究
会
（The U

AW
-G
M
 Joint 

Q
uality Study

）
を
一
九
八
六
年
に
立
ち
上

げ
、
生
産
現
場
に
お
け
る
従
業
員
参
画
が
不

可
欠
と
す
るG

eneral M
otors Production 

System

（G
M
PS

）
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、

高
品
質
の
商
品
を
生
産
す
る
た
め
に
労
使
が

協
調
す
る
こ
と
を
合
意
し
た
ト
リ
ド
協
定
と

し
て
一
九
八
七
年
に
結
実
し
、The U

AW
-

G
M
 Q
uality N

etw
ork's

と
し
て
一
九
八
七

年
の
全
国
労
働
協
約
で
正
式
に
承
認
さ
れ
た
。

一
九
九
〇
年
の
全
国
労
働
協
約
で
、
Ｕ
Ａ
Ｗ

幹
部
お
よ
び
組
合
員
が
Ｇ
Ｍ
経
営
側
に
と
っ

て
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
と
Ｇ
Ｍ
双
方
の
幹
部（lead-

ership Q
C

）を
頂
点
に
、
地
域
レ
ベ
ル（G

-
roup/D

ivisional/Staff Q
C

）、
工
場
レ
ベ

ル（Plant /Staff Q
C

）の
品
質
評
議
会
が
一

九
九
二
年
に
つ
く
ら
れ
た
。
こ
の
品
質
協
議

会
は
、
既
存
の
労
使
関
係
の
枠
組
み
を
損
ね

る
こ
と
な
く
複
線
的
に
並
存
し
、
チ
ー
ム
方

式
、
職
務
区
分
の
削
減
、
柔
軟
な
配
置
転
換

な
ど
が
「
職
場
レ
ベ
ル
」
に
導
入
さ
れ
た（
図

２
）。 

　
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
は
生
産
現
場
へ
の
チ
ー
ム

コ
ン
セ
プ
ト
の
導
入
、
職
務
区
分
の
削
減
、

知
識
・
能
力
給
の
導
入
、
労
使
の
区
別
な
い

駐
車
場
お
よ
び
社
員
食
堂
の
設
置
を
内
容
と

す
るM

O
As

（M
odern O

perating Agree-
m
ents

）に
続
き
、
職
務
規
制
に
よ
る
影
響

を
削
減
す
る
こ
と
で
労
働
者
の
配
置
転
換
に

関
す
る
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
たPO

A
（Progressive 

O
perating 

A
greem

ent
）を
労
使
合
意
の
も
と
で
、
い

く
つ
か
の
工
場
で
導
入
し
た
。
そ
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
る
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
工
場
は
一
九

八
六
年
にM

O
As

を
導
入
し
た
が
、
工
場
閉

鎖
と
新
工
場
の
建
設
の
中
で
、
旧
工
場
の
労

働
者
の
多
く
が
退
職
し
、
一
九
九
〇
年
代
半

ば
ま
で
に
は
ほ
と
ん
ど
の
労
働
者
が
入
れ
替

わ
っ
た
。
さ
ら
に
は
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
と
ダ
イ

ム
ラ
ー
の
合
併
と
い
う
転
機
の
中
で
ロ
ー
カ

ル
の
独
自
性
が
大
幅
に
弱
め
ら
れ
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
に
よ
る
「
労
使
関
係
の
構
造
的
な
枠

組
み
」
の
中
央
集
権
化
が
進
ん
だ
。 

 

　
中
央
集
権
化
に
よ
っ
て
生
じ
た 

　
矛
盾
と
限
界 

　
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
工
場
は
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ

ン
・
ノ
ー
ス
工
場
と
し
て
近
く
に
建
て
直
さ

れ
た
。
こ
れ
に
引
き
続
き
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
と

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
合
併
を
経
験
し
た
こ
と
が

労
働
者
に
雇
用
の
危
機
感
を
高
め
た
。
ロ
ー

カ
ル
の
自
主
性
を
維
持
す
る
こ
と
よ
り
も
雇

用
安
定
を
確
保
す
る
と
い
う
方
向
に
労
働
者

の
意
識
が
シ
フ
ト
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
数
を
一
八
名
か
ら
六
名
に
削

減
す
る
と
い
う
改
革
（
「
ス
マ
ー
ト
」
）
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
改
革
、
「
ス
マ
ー
ト
」
を

規
定
す
る
ロ
ー
カ
ル
労
働
協
約
策
定
は
、
「
戦

略
レ
ベ
ル
」
と
「
団
体
交
渉
レ
ベ
ル
」
の
主

導
で
行
わ
れ
、
条
文
を
作
成
す
る
権
限
が
「
職

場
レ
ベ
ル
」
か
ら
失
わ
れ
始
め
て
い
る（
表

１
）。 

　
Ｇ
Ｍ
グ
ラ
ン
ド
リ
バ
ー
工
場
は
二
〇
〇
一

年
に
新
設
さ
れ
た
。
工
場
の
立
ち
上
げ
前
に

は
、
労
使
協
調
の
先
進
事
例
を
持
つ
Ｎ
Ｕ
Ｍ

Ｍ
Ｉ
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
オ
ペ
ル
工
場
の
見
学

や
労
働
者
へ
の
研
修
な
ど
が
労
使
合
同
で
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
、
チ
ー
ム
方
式
の
導
入
、

ム
ダ
を
省
く
作
業
方
式
が
ロ
ー
カ
ル
労
使
合

意
の
下
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。 

　
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
は
、
「
戦

略
レ
ベ
ル
」
で
企
業
別
の
労
使
ト
ッ
プ
が
経

営
参
画
を
合
意
し
、
「
団
体
交
渉
レ
ベ
ル
」

で
「
職
場
レ
ベ
ル
」
の
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
規

定
す
る
と
い
う
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
「
労
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使
関
係
の
構
造
的
な
枠
組
み
」
を
中
央
集
権

化
す
る
と
い
う
方
向
を
と
っ
て
き
た
。
一
方
、

Ｇ
Ｍ
は
労
使
関
係
の
枠
組
み
と
複
線
的
に
品

質
協
議
会
を
並
存
さ
せ
る
こ
と
で
、
「
職
場

レ
ベ
ル
」
の
役
割
を
変
化
さ
せ
る
と
い
う
方

向
を
と
っ
て
き
た
。
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ク
ラ
イ

ス
ラ
ー
は
Ｇ
Ｍ
と
比
べ
て
企
業
規
模
が
小
さ

く
、
企
業
内
の
ブ
ラ
ン
ド
も
多
く
な
い
。
さ

ら
に
は
、
経
営
不
振
や
ダ
イ
ム
ラ
ー
と
の
合

併
と
い
う
激
震
を
経
て
い
る
こ
と
な
ど
の
理

由
か
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
改
革
と
い
う

方
法
が
取
り
易
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｇ

Ｍ
は
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
と
比
べ
て
規
模
が
大
き

く
、
企
業
内
ブ
ラ
ン
ド
の
自
立
性
が
高
い
。

労
働
組
合
側
だ
け
で
な
く
、
経
営
側
も
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
改
革
が
難
し
い
。
そ
の
た

め
、
既
存
の
枠
組
み
に
複
線
的
な
仕
掛
け
を

作
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

　
枠
組
み
の
中
央
集
権
的
な
改
革
の
途
上
で
、

「
職
場
レ
ベ
ル
」
で
労
働
協
約
を
作
成
す
る

権
限
が
失
わ
れ
て
き
た
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ク
ラ

イ
ス
ラ
ー
も
、
「
職
場
レ
ベ
ル
」
の
労
使
が

合
意
し
て
チ
ー
ム
方
式
を
導
入
す
る
Ｇ
Ｍ
も

ど
ち
ら
も
、
「
職
場
レ
ベ
ル
」
の
労
働
組
合

の
自
立
性
が
弱
ま
っ
て
き
て
い
る
。
品
質
や

生
産
性
を
高
め
る
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
労
使
が

共
同
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
、
必
ず
し
も
労

働
者
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い

か
ら
で
あ
る
。
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ク
ラ
イ
ス
ラ

ー
、
Ｇ
Ｍ
の
ど
ち
ら
も
、
新
し
い
働
き
方
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
肉
体
的
、
精
神
的
負

担
が
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

Ｕ
Ａ
Ｗ
は
経
営
側
の
立
場
に
立
つ
こ
と
も
同

時
に
要
求
さ
れ
、
職
場
に
お
け
る
負
担
増
か

ら
労
働
者
を
守
る
役
割
と
乖
離
し
て
い
く
と

い
う
可
能
性
が
あ
る
。 

 
　
お
わ
り
に 

　
ロ
ー
カ
ル
の
自
立
性
が
高
か
っ
た
か
ら
こ

そ
、
現
場
の
労
働
組
合
員
の
権
利
が
守
ら
れ

て
き
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
一
方
で
、
自

立
性
の
高
さ
が
全
社
統
一
的
な
労
働
者
参
加

の
導
入
を
阻
ん
で
き
た
。
労
使
関
係
の
枠
組

み
に
お
け
る
力
関
係
の
変
化
は
ロ
ー
カ
ル
の

自
立
性
を
弱
め
る
こ
と
で
中
央
集
権
的
な
改

革
を
進
め
る
と
い
う
役
割
を
果
た
し
た
。
ロ

ー
カ
ル
を
基
準
と
す
れ
ば
、
労
働
組
合
の
経

営
参
画
や
労
働
者
参
加
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

従
来
の
既
得
権
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
労

働
組
合
は
経
営
参
画
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
経

営
側
に
一
方
的
な
反
対
も
で
き
な
い
。
「
職

場
レ
ベ
ル
」
が
持
っ
て
い
た
ワ
ー
ク
ル
ー
ル

の
運
用
に
規
制
を
か
け
る
機
能
は
、
経
営
効

率
と
労
働
者
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
き
ち

ん
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
ど
う
か
、
大

き
な
課
題
で
あ
る
。 

　
労
働
組
合
が
経
営
に
協
力
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
と
っ
て
の
関
心
事

項
が
自
動
車
産
業
と
し
て
統
一
的
な
課
題
に

対
処
す
る
こ
と
か
ら
企
業
単
位
の
競
争
に
移

っ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

ビ
ッ
グ
３
同
士
も
競
争
相
手
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
労
働
組
合
と
し
て
の
凝
集
性
が
産
業

別
か
ら
企
業
単
位
に
移
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、

Ｕ
Ａ
Ｗ
が
抵
抗
勢
力
と
さ
れ
る
一
般
的
な
理

解
に
反
し
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
お
よ
そ
二

〇
年
の
歳
月
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
行
わ
れ

て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
企
業
単
位
に
労

働
組
合
の
関
心
事
項
が
移
っ
て
き
た
と
し
て

も
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
労
働
組
合
員
は
ご

く
わ
ず
か
で
あ
り
、
日
本
型
の
企
業
別
労
働

組
合
と
性
格
が
異
な
る
。
経
営
に
協
力
す
る

労
働
組
合
へ
と
変
化
を
遂
げ
る
中
、
労
働
組

合
員
数
の
減
少
に
歯
止
め
は
依
然
と
し
て
か

か
っ
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
、
労
働
組
合
は

企
業
経
営
に
、
よ
り
リ
ン
ク
す
る
形
に
変
貌

を
続
け
、
経
営
動
向
の
影
響
を
受
け
や
す
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
「
労
使
関
係
の
構
造
的

な
枠
組
み
」
で
は
労
働
組
合
と
使
用
者
の
他

に
政
府
も
ア
ク
タ
ー
と
し
て
役
割
を
演
じ
て

き
た
が
、
政
府
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
が

増
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
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